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　　　　　　　　　　　　　　m1．0 2．0 3．0 4．O
図14　仮定した熱伝導率（λ）を用いて垂直二重管（D－2）の採熱実験による温度分布をシミュ
　　　レーションした結果
　　　　（λ＝11．6W／（m・K）の場合，A；地表から5m下の温度分布，B；地表から10m下
　　　の温度分布）
Fig．14　Simulated　gromdwater　temperature　with　an　estimated　heat　conductivity，λ＝11．
　　　6W／（m・K）．A：temperature　mder5m　from　the　gromd　surface，B：temperature
　　　mder1Om　from　the　ground　surface
4．　おわりに
　第2期研究計画（平成3～4年度）は，現在予算要求中であるが，研究を更に進展させるた
めに，次の事を今後の課題として考えている．
　①平成2年度の研究結果をふまえて，観測井をさらに密に配置すると共に，地下水温測定
　法も井戸ケーシングの外測の温度を測るなど自然状態の温度を測定して，測定精度を高め
　た野外実験を行ない，浅層地熱の熱移動機構を解明する．
②地下水流動の速い地域において，周囲の地下水位を制御することから，蓄熱した「温（冷）
　水塊」流出を防ぎ，長期保存を行う技術の開発研究も併せて行う．
③さらに，この研究の小課題「地中における熱的機構に関する研究」で地熱移動を研究して
　いる他の4人の研究分担者の成果が有機的に関連づけられるように，この実験施設に地下
　水流速測定装置，不飽和層の熱移動測定装置などを整備し，総合的研究として進めていく．
　この研究では，熱源が1ヵ所の単一システムの実験を通して，自然状態における人工熱の浅
層地熱環境への影響範囲，影響速度，滞留時問などが調査される．多雪都市の市街地に集中
して普及される可能性の大きい，地熱を熱源とした雪処理システムによる地下環境への影響
予測が可能になることが期待される．
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Appendix1　流逮wの導出について
　温度θにおける圧力pはp＝gρ（θ）h（x，y，z，t）である．ここでgは重力加速度である．基準温度（15℃）にお
ける密度ρ。を用いて，これと等しい圧力を与える圧力水頭h’を導入する．即ち，h’（x，y，z，t）＝（ρ（θ）／ρ。）h（x，
y，z，t）とすれば，p＝gρ。h’（x，y，z，t）と表せる．ここでダルシー則がv二一k／μ▽（P＋ρgz）であるから（kは透
過率，μは水の粘性係数），
　　　　　k。　∂h’
　　w＝T∂Z（・ρ・h’十・ρ・）
一一青・鳩・舌）
さらに基準温度15℃における透水係数K。は一般的にK。＝（k／μ。）gρ。で得られるので，
・一一k芹チ（裟・£）
一一㌘L（裟・舌）
ここで改めてK、＝（μ。／μ）K。、とおくと，
・一一・借・舌）
となる．
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